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Research Abstract

本研究は、スキーをする上で基礎となる雪⾯の硬さなどの特性を評価する⽅法を開発することを⽬的としている。 
まず、硬い雪⾯にも対応できるように、⽊下式硬度計を改良し、頂⾓120°の円すい形圧⼦をもつ押込み硬度測定装置を開発した。錘をある⾼さから⾃由落下させ
たときの押込み量から、圧痕⽣成に使われたエネルギーを算出し、それを押込み体積で除すことで押込み硬度を定義した。この装置を使って、さまざまな状況下で
の雪⾯硬度を測定し、雪密度との関係をしらべた。また、圧痕断⾯を雪鋸で切出し、その断⾯観察を⾏うことで、変形領域についてしらべた。 
次に、スキー板上に装着できるたわみ・ねじり測定装置を開発した。また、スキー板に機械加⼯を施し、滑⾛⾯に⼩型圧⼒センサーを埋め込んだ。これにより、滑
⾛時のスキー板の変形挙動と雪⾯から作⽤する圧⼒の関係についてしらべた。記録装置は、すでに開発済みの装置を改良した。また、滑⾛時のスキー板の変形の様
⼦を映像的に観測できるように⾼速度カメラを導⼊した。雪表⾯にどのようにスキー板が押込まれるのかを観測できるように、カメラの取り付け⽅法について検討
を⾏った。エッジ押込み量の評価は、滑⾛後の雪⾯に残ったエッジ溝の断⾯⼨法を測定することにより⾏った。また、エッジ押込み変化を記録できるように、測定
装置の開発を試み、今後の装置改良のための基礎的実験を⾏った。 
本年度の研究は装置開発を中⼼に実施した。
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